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平成26年６月15日号

≪熱中症にご注意ください≫　帽子や日傘で直射日光を避け、こまめに水分を取って熱中症を予防しましょう。詳細は市kへ

離職者のための住宅支援給付事業

くらし

　就労能力・意欲のある離職者で、住宅
を失っている、またはその恐れのある方
を対象に、住宅支援給付を行うことによ
り、住まいの確保と再就職に向けた支援
をします。
　詳細は、市kをご覧になるか下記へ
お問い合わせください（平日午前９時～
午後４時）。
◆生活福祉課n（p042－460－9835）
　　　　　　o（p042－438－4025）

防犯活動経費の一部補助

　市では、市内で防犯活動を行う団体に
対して、活動経費の一部を補助しています。
d市に防犯活動団体として登録をして
いる団体
□補助金額　防犯資器材の購入経費など
の２分の１以内で、１団体20万円まで（申
請多数の場合、補助金額の減額調整あり）
□受付期間　６月24日㈫～７月４日㈮
※詳細は、下記へお問い合わせください。
◆危機管理室o（p042－438－4010）

防災市民組織補助金説明会と
防災講演会
　防災市民組織に対し、活動に必要な備
品などの購入用品の一部を補助する制度
があります。
　説明会後に、静岡県ボランティア協会
職員による「防災への取組について」の講
話がありますので、防災市民組織の方、
新規に組織を結成したい方のほか、一般
の方もご参加ください。
a７月３日㈭
①補助金説明会：午後６時30分～７時
②講話：午後７時～８時30分
b防災センター６階
d市内在住・在勤の方
i当日、直接会場へ
◆危機管理室o（p042－438－4010）

■地域自立支援協議会計画策定部会
a６月24日㈫午後７時
b障害者総合支援センターフレンド
リー
c第４期西東京市障害福祉計画の検討
についてなど

e５人
◆障害福祉課o
（p042－438－4033）

■子ども子育て審議会専門部会
①a６月26日㈭午後３時～５時
b田無庁舎５階
c次期「西東京市子育ち・子育てワイ
ワイプラン」の策定についてなど

e８人
②a６月29日㈰午前10時～正午
b田無庁舎５階
c教育・保育施設等の認可・運営基
準についてなど

e８人
◆子育て支援課n
（p042－460－9841）

■第1回 男女平等推進センター企画運
営委員会
a６月26日㈭午後６時30分～８時30分
b住吉会館ルピナス
c委員長および副委員長の選出についてなど

e３人
◆協働コミュニティ課o
（p042－439－0075）

■廃棄物減量等推進審議会
a６月30日㈪午後２時
bエコプラザ西東京
c一般廃棄物処理基本計画の進捗状況など
e５人
◆ごみ減量推進課（p042－438－4043）

傍　聴 審議会など

a６月24日㈫午後２時
b保谷庁舎４階
c行政報告など

e10人
◆教育企画課o
（p042－438－4070）

傍　聴 教育委員会

史跡玉川上水整備活用のための
作業説明会
　都水道局が行う水路・のり面の保全の
ための樹木の剪

せん

定
てい

・伐採などについて、
西東京市・武蔵野市内のこれまでの作業
報告・今後の作業予定を説明します。
a７月２日㈬午後６時30分～８時
b武蔵野スイングホール（武蔵境駅北口
徒歩２分）
i当日、直接会場へ
j東京都水道局経理部
（p03－5320－6388）
◆社会教育課o（p042－438－4079）

公共下水道への切り替えを

　現在、市内のほぼ全域で公共下水道（汚
水）の利用ができます。トイレが水洗で
あっても浄化槽を利用していると、洗濯
や流しなどの汚水は直接河川に流れ込み、
悪臭・汚濁の原因となります。
　浄化槽・くみ取り便所を利用している
場合は、遅滞なく公共下水道に接続する
ことが法律で義務付けられています。早
い時期に公共下水道へ切り替えをお願い
します。
□切り替え工事　市の指定下水道工事店
（市kで確認できます）を通じてお申し
込みください。
◆下水道課o（p042－438－4058）

東京都介護支援専門員実務研修受講試験

募　集

□試験日　10月26日㈰
□受験要項の配布　６月16日㈪～７月23
日㈬に、高齢者支援課（田無庁舎１階・
保谷保健福祉総合センター１階）、各出
張所、都庁で配布
※郵送希望者は400円切手を貼った「角
２サイズ」の返信用封筒を同封し、東京
都福祉保健財団（〒162－8799新宿区
北山伏町１－５牛込郵便局留）へ
◆高齢者支援課o（p042－438－4032）

学童クラブ指導員補助
（夏季限定臨時職員）
□資格・人数　18歳以上（高校生除く）・
30人程度
□勤務時間　７月22日㈫～８月30日㈯の
うち月～金曜日の週５日程度、午前８時
30分～午後６時のうち７時間45分以内
※上記期間を継続的に勤務できる方を優先
□勤務場所　市内学童クラブ
□賃金　時給980円（保育士資格・教諭
免許取得者など有資格者）、910円（無資
格者）
i履歴書（写真貼付）・資格証明書の写
し（有資格者のみ）を、６月30日㈪（必着）
までに、〒188－8666市役所児童青少
年課へ郵送または持参（田無庁舎１階）
※詳細は、お問い合わせください。
◆児童青少年課n
（p042－460－9843）

行財政改革推進委員会委員

□協議内容　第４次行財政改革大綱や公
共施設の適正配置、行政評価に関する助
言・提言など

□資格・人数　６月１日現在18歳以上で、
市内在住・在勤・在学の方・３人
□任期　８月下旬（予定）から２年間
□会議数　今年度は５回程度（平日昼間）
□報酬　１回１万800円
□選考方法　作文（２種類）
①「西東京市の行財政改革」について、
テーマを１つ設定（800～1,200字）
②自己PR（字数制限なし。行政への市民
参加や、ボランティア・NPO経験のほ
か各種実績・経験・資格など）
i住所・氏名・生年月日・職業・電話
番号を明記し、７月４日㈮（必着）までに、
〒188－8666市役所企画政策課へ郵
送・Eメールまたは持参（田無庁舎３階）
◆企画政策課n（p042－460－9800・
mkikaku@city.nishitokyo.lg.jp）

文化芸術振興推進委員会市民委員

　市の文化芸術を推進する取り組みを検
討したり、計画の取組内容を評価したり
します。
□資格・人数　市内在住･在勤･在学で
18歳以上の方・２人
※ほかの審議会委員などとの兼任不可

西東京市生涯学習推進指針を
策定しました

　循環型の地域学習社会の創造を目
指して策定しました。この指針は、
市総合計画の基本計画の施策の一つ
である「生涯学習環境の充実」に向け
て、市が生涯学習の理念に基づき、
一体となって事業を推進するための
方向性を示すものです。
※指針は、情報公開コーナー（両庁
舎１階）・図書館・公民館・市kで
閲覧できます。
◆社会教育課o
（p042－438－4079）

□任期　８月から２年間
□会議数　今年度は６回程度
□謝礼　１回2,000円　
□選考方法　作文
i７月４日㈮（必着）までに、「文化芸術
の香りあふれるまちをつくるためにすべ
きこと」について800字程度にまとめ、
住所･氏名･生年月日・電話番号を明記し、
〒202－8555市役所文化振興課へ郵
送・Eメールまたは持参（保谷庁舎３階）
※詳細は、市kでもご覧になれます。
◆文化振興課o（p042－438－4040・
mbunka@city.nishitokyo.lg.jp）

寄附

その他

　市政へのご協力をいただき、誠にあり
がとうございました。
✿櫻井 勇二 様（桜井家長持ち）
◆管財課n
（p042－460－9812）

６月２日の選挙人名簿登録者数
（定時登録）が確定
□登録者数　男性７万8,362人、女性８
万2,925人、計16万1,287人
　３月２日の定時登録者数と比較すると
男性70人増、女性8人増、計78人増加
しています。
□定時登録の要件
①日本国民であること　②平成６年６月
２日以前に生まれた方　③平成26年６月
１日現在、引き続き３カ月以上西東京市
に居住している方（他区市町村から転入
した場合は、平成26年３月１日までに西
東京市の住民基本台帳に記載された方）
□在外選挙人名簿登録の要件
①在外選挙人名簿に既に登録されていな
いこと　②登録申請時に満20歳以上で
あること　③日本国民であること　④在
外選挙人名簿の登録申請に関し、その者
の住所を管轄する領事館の管轄区域内に
引き続き３カ月以上住所がある方
　６月３日現在の在外選挙人名簿登録者
数は、男性124人、女性117人、計241
人です。
◆選挙管理委員会事務局o
（p042－438－4090）

「平成26年 経済センサス‒基礎調査
および商業統計調査」にご協力を
　「平成26年経済センサス－基礎調査
および商業統計調査」が７月１日を基
準日として行われます。
　この調査は、統計法に基づき実施す
るもので、全ての産業分野における事
業所および企業の従業者規模などの基
本的構造や商業の実態を全国的および
地域別に明らかにすることを目的とし
ています。
　調査結果は、国・地方公共団体におけ
る行政施策の立案や、民間企業における
経営計画の策定など、社会経済の発展

を支える基
礎資料とし
て広く利用
されます。
　調査票の配布・回収のために、調査
員が６月中旬～７月上旬にかけて事業
所を訪問します。インターネットでの
回答も可能です。調査へのご理解とご
協力をお願いします。
　なお、回収された調査票は、統計の
目的以外に使用することはありません。
◆総務法規課n（p042－460－9810）

　毎日のちょっとした心掛けで家庭での
食中毒を防ぎましょう。詳細は市kへ
❖食中毒予防の３原則
食中毒の原因となる細菌やウイルスを…
つけない　食材や手はもちろん、調理器
具もこまめに洗いましょう。
増やさない　食品は長時間室内に置かず、
低温で保存しましょう。
やっつける　食品は中まで十分に火を通
しましょう。
◆健康課o（p042－438－4037）

食中毒にご注意ください




